
第1号議案

2020年度　第22期　ＷＩＮＧ　事業報告
１．事業活動報告

スローガン：「忍耐と進化」

２．実施事業

【１】 会議の開催

・総会         （本会の運営事業の審議等）

・役員会 　　（理事会：1回実施）

【２】 月例会の開催

・  例会を毎月開催　（12月は休会）　

・  2020年５月、2021年1月、２月新型コロナウィルス感染拡大の影響で中止

今年度はCOVID-19の感染下に始まり、WING創立以来初めての書面による総会の開催というその

後の波乱を予感させる幕開けとなってしまいました。

2020年3月に発出された県独自の非常事態宣言により、WINGの3月例会は中止、4月には全国に

緊急事態宣言が発令され、学校は一斉休校となり、業種によっては休業要請がなされる事態とな

り、当然のことながら4月総会の開催は見送りとせざるを得ず、書面による決議となったわけです。

ですが、私たちWINGは5月に緊急事態宣言が明けるや、6月より例会を再開しました。

しかしながら5月にはWINGの創立メンバーである森田槇子さんが他界されあまりに突然の訃報に

みなショックを受けましたが、7月例会は「森田さんを偲ぶ会」とし、みなで森田さんのご冥福をお祈

りし、森田さんの遺志を継いでWINGを育てていく決意を新たにすることができました。

その後も「３密」を回避しながら例会を重ねることができました。特に10月の研修旅行は例年になく

出席率が素晴らしく、郡上の「ノバネットワークス」の田中栄子さんの事業所を見学し、その経営の

姿勢に奮起させられました。またこのCOVID-19の影響下、会員の皆さまがCOVID-19の影響を克

服するために様々な取り組みをされているとの報告もいただき、”さすがはWINGのメンバーだ”と実

感することになりました。

例年なら異業種グループとの交流会は「現場に学ぶ研修会」として会社訪問を行っていましたが、

COVID-19のために見学を受け入れていただける会社がなく、大久保会長と岐阜県中小企業団体

中央会の大沼事務局長にご登壇いただき、COVID-19に打ち勝つためには抵抗力を養うのが一番

とアドバイスをいただきました。

そして1月の新年会となる予定でしたが、1月の正月明けには再び緊急事態宣言が発令され、楽し

みにしていた新年会は中止とせざるをえませんでした。また2月例会についても見送りとしました。こ

のCOVID-19の影響は今後も続くことが想定され、このままでは皆が集まっての例会の開催は難し

いことから、3月例会は初めてzoomを利用してのオンライン開催としました。 COVID-19の影響が今

後どのように続いていくか不透明であることから、オンラインという新たな手段をどう活用していくか

を考える機会となりました。

・  例会はあらかじめ幹事を決定しておき、例会開催に向けて幹事は例会計画書を事務

　　局 に提出するとともに事務局等との連絡調整を図り、また例会時においては担当幹

　　事が司会・進行・管理を行い、終了後は例会報告書の提出をもって幹事の任務完了

　　としました。

こうしてこの1年を振り返ってみれば、COVID-19の影響に負けることなく着実に歩み続けることので

きた1年であったと考えます。
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３．総会・月例会開催内容：資料2参照

４．役員会開催

第１回

日時・場所： 2月16日(火)　16:00～17:00　zoom

参加人数：　 9名

議題： ・2021年度役員人事および事業計画について

６．会員数推移

・第21期　 期首会員数　24名（会員22　顧問2森田、田中）　24名（会員21　顧問2森田、田中　　休会1中野）

休会　2名

退会　1名

期末会員数 22名（会員19　顧問1田中　　休会2小林、篠田）

・  講演では会員・会員外の講師を問わず、WING会員に幅広く役に立つ情報、経営体験

    発表、勉強会の場とし、月例会担当者で企画・運営をして会員相互の理解を深め、研

　  鑽しました。
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